
＜２＞広 　 報 　 い 　 な 　 が 　 わ 平成２０年( 2 0 0 8年)８月１５日＜３＞

消防・防災フェアー

�とき８月3 0日（土）午前1 0時

～午後４時　 � ところ ジャス

コ猪名川店　 � 内容 ミニ消防

車・防災パネルの展示など　�

問合せ 消防本部（�7 6 6－0 1 1 9）

いながわまつりフリーマーケッ

トの出店者

�とき1 1月３日（祝）午前1 0時

～午後４時　 � ところ 総合公

園　 � 出店料 無料／１ブ－ス

（1 . 8ｍ× 2 . 7ｍ） �募集数 2 8

組（抽選） � 応募資格 町内

在住の人・非営利団体　�その

他申込みは同一家族・同一グル

ープにつき一回に限る　 � 申

込 ・ 問 合 せ 往 復 ハ ガ キ に 住

所・氏名・電話番号・出店内

容、返信面に住所・氏名を記入

し、９月 1 0日（消印有効）まで

にクリーンセンター（〒6 6 6－

0 2 2 2槻並字姫ケ尾２－４・ �

7 6 8－0 8 1 8）

こどもの館巡回劇場の参加者

�とき９月1 2日（金）午前1 0時

～同1 1時1 5分　�ところ 子育て

支援センター　 � 内容 人形劇

� 出演 人形劇グループふうせ

ん　 � 対象 町内在住の１才６

カ月～就園前の幼児と保護者

� 定員 先着 3 0組　 � 申込・問

合せ同センター（�7 6 6－7 8 0 0）

シルバー人材センターの臨時職員

�募集人員 １人　 � 勤務時間

午前９時～午後５時　 � 勤務

内容 就業機会立案・折衝業務

など　 �給与 日額 6 , 6 0 0円（交

通費支給） �雇用期間平成2 0

年1 0月～平成2 1年３月　�試験

日９月５日（作文・面接） �

申込・問合せ ８月 2 9日までに

同センター（�7 6 6－8 6 8 6）

阪神北くすの木学級三田教室の

参加者

�とき・内容 ①９月2 1日（日）

午前９時 3 0分～午後４時 3 0分

（講演「丹波の恐竜化石」、ガ

ラス工芸体験） ②1 0月1 2日

（日）午前９時～午後５時（料

理教室、ヨガ） � ところ 三

田市内　 � 対象 阪神北地域在

住の1 6歳以上の聴覚・言語に障

害 が あ る 人 　 � 参 加 費 無料

（材料費別途） �申込・問合

せ ８月 2 7日までに生涯学習課

（�767－2600・ＦＡＸ767－2880）

ホームヘルパー2級養成講座

�とき講義＝８月3 0日～1 1月2 9

日、実習＝1 1月3 0日～翌年１月

2 4日　�ところ 天河草子　�受

講料 6 9 , 8 0 0円　�定員先着4 0人

�申込・問合せ ８月 2 7日まで

に天河草子（�7 6 5－2 2 2 5）

1 0月分ゆうあいセンター施設

利用（ドーム）抽選会

� とき ９月２日（火）午前９

時3 0分～　�対象 町内在住の人

�問合せ 同センター（�7 6 6－

1 2 0 0）

フェニックス共済に加入を

震災の教訓を踏まえ、助け合

いの精神に基づいた兵庫県住宅

再建共済制度「フェニックス共

済」に、ぜひ加入ください。

�共済負担金 年額 5 , 0 0 0円（た

だし新規加入年度は月額5 0 0円）

� 申込・問合せ （財）県住宅

再建共済基金（ �0 7 8－3 6 2－

9 4 0 0）

毎日お姉ちゃんと元気い

っぱい遊ぶ颯也。たくさん

笑ってたくさん食べて、大

きく伸び伸び育ってね。

父　聡則・母　由紀さん

川上
かわかみ

颯也
りゅうや

くん
1歳5カ月（白金）

山下
やました

優和
ゆな

ちゃん
1歳9カ月（つつじが丘）

音楽を聞くと踊らずに

はいられない優和！いつ

も笑顔で和ませてくれて

ありがとう！

父　貴路・母　弥生さん

広告

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る

道
路
は
、
私
達
の
生
活
の
中
で

身
近
な
存
在
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。

危
険
箇
所
の
点
検
や
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
整
備
、

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
公
共
空
間
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
児

童
・
生
徒
達
が
毎
日
登
下
校
す

る
通
学
路
も
、
実
情
に
合
わ
せ

順
次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
内
を
縦
横
に
走
る
国
道
・

県
道
・
町
道
を
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
、
各
道
路
管
理
者
が

日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
交

通
状
況
の
確
認
を
し
、
異
常
や

破
損
を
発
見
し
た
り
、
交
通
に

支
障
を
与
え
る
障
害
物
の
処
理

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
も
変
化
に
気
付
い
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

小
さ
な
穴
が
大
き
な
事
故
を

招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
み

や
か
に
補
修
し
ま
す
。

◎
道
路
標
識
が
枝
葉
で
見
え

に
く
い

民
地
の
場
合
は
持
ち
主
を
指

導
し
ま
す
。
官
地
の
場
合
は
道

路
管
理
者
で
伐
採
し
ま
す
。

◎
道
に
障
害
物
や
土
砂
や
ガ

ラ
ス
が
散
乱
し
て
い
る

原
因
者
に
清
掃
と
今
後
の
管

理
指
導
を
行
い
ま
す
。
原
因
者

が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
道
路

管
理
者
が
清
掃
・
撤
去
し
ま

す
。

◎
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
歪
ん
で

い
る現

地
確
認
を
行
い
、
す
み
や

か
に
修
繕
し
ま
す
。

◎
倒
木
や
落
石
で
道
が
塞
が

れ
て
い
る

早
急
に
撤
去
し
ま
す
の
で
、

現
地
の
く
わ
し
い
状
況
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

◎
雑
草
が
伸
び
て
い
て
見
に

く
い現

地
確
認
を
行
い
除
草
し
ま

す
。

◎
道
路
の
照
明
が
暗
い
・
電

球
が
切
れ
て
い
る

照
明
は
主
要
な
交
差
点
・

橋
・
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
支
柱
に
緑
の
道
路

照
明
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
る

場
合
は
建
設
課
（
�
７
６
６
・

８
７
０
５
）
へ
。
黄
色
い
防
犯

灯
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
る
場

合
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
（
�
７

６
６
・
８
７
８
３
）
へ
。

道
路
愛
護
活
動
の
一
環
と
し

て
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
身
近

な
公
共
施
設
で
の
清
掃
や
花
植

え
な
ど
美
化
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
き
、
登

録
団
体
に
対
し
、
町
で
は
資
器

材
の
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

現
在
、
町
内
で
24
団
体
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
愛
さ

れ
る
き
れ
い
な
道
路
や
公
園
・

河
川
づ
く
り
を
住
民
皆
さ
ん
の

手
で
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
自

治
会
・
老
人
会
・
グ
ル
ー
プ
・

家
族
・
事
業
者
な
ど
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備

課
（

�

７
６
６
・
８
７
０

４
）
・
建
設
課
（
�
７
６
６
・

８
７
０
５
）
へ
。

ア　
ド　
プ　
ト　
・　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
の

ご
利
用
を

⑥新名神高速道路

2 0年度の
道路整備状況

町内の主要な道路

20年度整備が
行われる道路

高速道路予定地

バリアフリー
重点地区

福祉のまちづくり重点地区である日生ニュータウ

ンの主要交差点の、歩道切り下げによる段差の解消や視

覚障害者用誘導ブロック敷設など、バリアフリー化を順

次進めています。本年度は伏見台地区の1 2カ所で実

施します。

幅員が狭小な地区内道路

を拡幅することにより、生

活道路としての安全性を確

保します。

計画延長1 0 0ｍ、幅員４ｍ

②鎌倉１号線
拡幅事業（町道）

大島小学校から尾花橋交差点ま

での東側に、歩道を設置します。

今年度は用地買収を行い、平成 2 2

年度完成をめざします。

計画延長6 3 7ｍ、歩道幅員3 . 5ｍ

③川西篠山線交通安全
施設等整備事業（県道）

現道と県道川西篠山線との接

続部分を拡幅することにより、

木津東山地区との道路交通の安

全性を確保します。

計画延長5 3ｍ、幅員７ｍ

④木津東山線拡幅事
業（町道）

①木間生旭ケ丘線新設事業（町道）

木間生地区から旭ケ丘地区を結ぶ1 . 5車線的道路を整備し、

緊急時における県道川西篠山線の南北交通の迂回路として、

また旭ケ丘地区の２方向避難路として、安全性を確保します。

現在、木間生地区において県道川西篠山線との接続部分周辺

の改良工事を実施しています。全線の開通は平成2 1年春の予

定です。

～1 . 5車線的道路整備を行っています～

町道木間生旭ケ丘線は、利用車両の多くが普通車で交通量

が少ないと想定されるため、通常の２車線より規模を縮小す

る1 . 5車線的道路整

備 を 行 っ て い ま

す。これにより、

事業費が抑制され

るとともに、環境

に優しい工事とな

っています。

計画延長2 , 4 1 3ｍ、

幅員５～７ｍ

①

②

④

③

⑤

こ
ん
な
時
ご
連
絡
く
だ
さ
い

《国の現状》

新名神高速道路は、今までどおり用地買収は６車線、

工事施工は暫定４車線で有料道路方式により西日本高速

道路（株）で実施されます。

《本町の現状》

第一段階（用地買収＝完成６車線）、第二段階（工事

施工＝暫定４車線）に分け、現在、用地買収設計協議を

関係各自治会と完了し、用地買収範囲が決定しました。

工事施工設計協議については施工形態決定後に、実施

することとなります。

自治会ごとに抱えている問題点にはさまざまな違いが

あるため、地区対策協議会および地元自治会と十分調整

を図っていきます。

～より安全に・より便利に～

人にやさしい道路をめざして

町内各地域で、８月の道路ふれあい月間にあわ

せて、道路愛護活動が行われています。

期間中、約4 0自治会が公園や自治会館などとと

もに道路の清掃にあたります。

８月1 0日、北野自治会では約3 0人が、県道川西

篠山線・社会福祉会館周辺の道路清掃を行いまし

た。参加者は、道路脇の草を草刈り機で刈ったり、

溝にたまっている落ち葉を集めるなど力を合わせ

て清掃し、地区を通る道路は北野自治会の皆さん

の手できれいになりました。

地域で清掃活動が行われる際には、皆さんもぜ

ひご協力ください。

▲社会福祉会館周辺の道路を清掃する北野自治
会の皆さん

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。
本
町
に
お
い

て
も
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
道
路
愛
護
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
道
路
の
役
割
や
重
要
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
道
路
は
私
達
の
大
切
な
財
産
と

し
て
、
正
し
い
利
用
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
内
で
は
皆
さ
ん
に
、
よ
り
安
全
・
便
利
に
道
路
を
使

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
道
路
の
新
設
や
補
修
、
拡
幅
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
の
進
捗
状
況
や
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤バリアフリー対策事業（町道） 2200年年度度のの道道路路整整備備にに使使うう費費用用
日常生活で日々利用する町道（9 8 6

路線2 8 4 . 6 k m）について、維持・修繕

のほか、新設・改築・災害復旧など

の工事に関する管理は、道路管理者

として町が行っています。

2 0年度の町道管理にかかる予算に

ついては、下表の内訳となっていま

す。「道路維持費」は、道路の修繕・

管理・歩道切り下げによる段差の解

消や、視覚障害者用誘導ブロック敷

設などのバリアフリー工事が含まれ、

皆さんの税金である一般財源とその

他財源（道路占用料など）でまかな

われています。また「道路新設改良

費」は、道路の新設・拡幅工事など

が含まれ、一般財源と国の補助金で

まかなわれています。

区分

道路維持費

道路新設

改良費

事業名

道路維持補修費

道路拡幅工事費

木間生旭ケ丘線道

路新設改良工事費

予算（財源の内訳）

１億3 , 1 5 4万７千円

（一般財源＝7 , 2 1 5万６千円、

その他＝ 5 , 9 3 9万１千円）

1 , 9 5 8万１千円

（一般財源＝1 , 9 5 8万１千円）

7 , 0 2 7万７千円

（国＝3 , 8 6 2万１千円、

一般財源＝3 , 1 6 5万６千円）

主要な事業概要

◎道路の舗装・維持・

修繕

◎道路の植栽・除草・

冬期管理など

◎屋外公共空間のバリ

アフリー化

◎拡幅工事

※鎌倉１号線など

◎道路新設改良工事

2 0年度予算

⑥


